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〔
三
〇
六
頁
註
④
〕
魏
晋
以
後
の
祁
連
山

　

漢
代
の
祁
連
山
は
本
文
考
瞭
の
如
く
今
の
天
山
東
部
カ
ル
ル

ク
タ
グ
な
る
に
拘
は
ら
寸
、
是
が
今
の
甘
粛
省
西
北
部
の
祁
連

山
脈
中
の
祁
連
山
と
考
へ
ら
れ
易
い
の
は
、
酒
泉
と
張
披
と
の

界
上
に
亘
る
山
（
つ
ま
り
今
の
祁
連
山
）
を
祁
連
山
と
搦
す
る
や

う
に
な
っ
た
の
が
刺
営
に
古
い
か
ら
で
あ
る
。

　

北
故
段
輸
龍
の
涼
記
（
脱
郭
所
引
）
に
は
「
祁
連
山
、
張
抜
消

泉
二
界
上
。
東
西
二
百
里
、
南
北
百
鈴
里
。
山
中
各
温
夏
涼
、

宜
牧
牛
酪
濃
好
」
と
見
え
、
叉
西
故
劉
炳
の
坦
煌
賓
録
（
太
平

廣
記
所
引
）
に
「
（
故
文
王
張
駿
）
得
其
（
侯
子
喩
）
曾
孫
亮
、
篤

―祁
連
令
矣
」
と
あ
る
祁
理
は
何
れ
も
張
抜
酒
泉
間
に
存
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
五
胡
十
六
國
時
代
に
は
既
に
祁
連
山

と
は
張
披
酒
泉
間
の
山
を
指
す
こ
と
ｘ
た
っ
て
ゐ
だ
の
が
明
に

わ
か
る
。

風

　

こ
れ
は
漢
以
後
の
匈
奴
族
移
動
に
っ
れ
て
祁
連
山
の
名
も
移

動
し
た
か
ら
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
西
河
有
事
に
「
祁
連
一
名
天

山
、
亦
曰
白
山
也
」
「
白
山
冬
夏
有
害
、
故
曰
白
山
、
匈
奴
謂

　
　
　
　
　
　

ｉ

之
天
山
、
過
之
皆
下
馬
呉
焉
、
去
蒲
類
海
百
里
之
内
」
と
あ
る

如
く
祁
連
山
は
恐
ら
く
匈
奴
族
祭
天
の
聖
地
で
あ
っ
た
か
ら
）

魏
晋
以
後
再
び
匈
奴
族
が
支
那
優
疆
に
入
居
す
る
に
及
ぴ
、
逡

に
祁
連
も
甘
癩
に
入
り
、
唐
代
に
至
り
て
は
最
早
祁
連
山
と
謂

へ
ば
張
披
酒
泉
の
祁
連
と
き
ま
っ
て
了
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
〔
括
地
志
元
和
郡
新
志
等
々
參
照
〕
。
そ
の
祁
建
と
云
へ
ば

甘
蕭
の
祁
連
と
定
っ
て
ゐ
た
唐
代
に
於
て
顔
師
古
が
態
々
漢
代

の
祁
連
山
は
天
山
で
あ
る
と
注
意
し
た
こ
と
は
看
却
出
来
な
い

こ
と
の
一
で
あ
る
。
又
共
以
前
の
北
魏
頃
に
出
来
た
と
思
は
れ

る
西
河
奮
車
に
「
祁
連
山
雀
張
披
酒
泉
二
界
上
…
…
祁
連
一
名

天
山
亦
曰
白
山
也
」
と
あ
る
の
は
、
営
時
未
だ
古
い
祁
連
山
と
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新
し
い
祁
連
山
と
の
概
念
が
一
般
に
は
芦
別
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ

た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

是
等
の
推
察
は
兎
も
角
、
要
す
る
に
魏
晋
以
後
、
少
く
と
も

五
胡
十
六
國
以
後
に
於
い
て
は
祁
連
山
と
は
甘
蕭
の
、
大
胆
今

の
祁
連
で
あ
る
こ
と
に
疑
は
無
い
。
だ
か
ら
漢
代
の
祁
迷
山
は

漢
書
の
紀
傅
志
に
之
を
天
山
（
カ
ル
ル
ク
タ
グ
）
と
な
尤

存
す
る
以
上
本
文
考
鐙
の
通
り
之
を
認
め
れ
ば
な
ら
ぬ
（
従
っ

て
月
氏
の
故
地
敦
煌
祁
迷
間
と
は
敦
煌
天
山
東
部
間
つ
ま
り
新

疆
省
東
部
と
目
す
べ
き
こ
と
に
開
し
て
は
本
文
（
頁
二
〇
六
―

ニ
○
九
）
に
詳
説
の
通
り
で
あ
る
）
が
、
さ
れ
ば
と
て
魏
晋
以

後
の
祁
連
山
を
も
亦
カ
ル
ル
ク
タ
グ
と
謂
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
勿
論
で
あ
る
。
漢
代
の
祁
連
山
は
天
山
カ
ル
ル
ク
タ
グ
、
魏

晋
以
後
の
祁
連
山
は
今
の
祁
連
山
脈
（
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
山

脈
）
中
の
祁
連
山
又
は
共
附
近
の
一
山
な
の
で
あ
っ
て
、
時
代

に
よ
る
孤
別
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

〔
四
○
六
頁
註
①
〕
休
循
國
の
位
置

　

ｔ
Ｊ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
｡
　
　
　
Ｌ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｄ
'
ｏ
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｄ
'
ａ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

　
l
e
　
　
　
W
e
i
l
i
o

（
Ｔ
ｏ
ｕ
ｎ
ｃ
-
ｐ
ａ
ｏ
　
Ｓ
ｅ
ｎ
　
１
１
.
　
Ｂ
ｄ
.
　
Ｖ
Ｉ
.
　
Ｓ
.
　
５
５
５
.
　
Ａ
ｎ
ｍ
.
　
４
）
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文
面

の
賓
際
は
、
休
循
を
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ｎ
と
せ
す
、
逆
に
Ｉ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
　
・

に
日
と
し
、
稲
毒
を
以
て
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
と
な
し
て
ゐ
る
の
で

か
る
が
、
之
が
氏
の
思
ひ
違
ひ
に
よ
る
入
れ
誤
り
た
る
は
、
既

に
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）
や
、
白
鳥
博
士
（
西
域
史

上
の
新
研
究
三
）
の
指
摘
す
る
處
な
れ
ば
、
本
文
註
に
は
軍
に

Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
氏
況
を
以
て
休
循
=
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
t
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
と
表
は
し
て
置

い
た
に
過
ぎ
ぬ
。
又
休
循
を
以
て
Ｇ
ｕ
ｌ
ｃ
ｈ

ａ
に
比
す
る
考
の
存

す
る
も
、
其
が
爰
富
性
無
き
こ
と
は
白
鳥
博
士
（
同
上
）
及
び
桑

原
博
士
（
藤
田
君
の
貴
山
城
及
び
監
氏
城
考
を
讃
む
）
等
の
諭
ぜ

し
處
で
あ
る
か
ら
、
之
亦
屑
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四
○
三
頁
第
一
行
目
「
Ｊ
Ｉ
ジ
ェ
ン
ド
は
ア
ラ
イ
よ
り
も
将

又
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
よ
り
も
云
々
」
の
ア
ラ
イ
の
下
に
９
ザ

ー
″
の
八
宇
を
柿
入
。
ア
ラ
イ
高
原
の
一
邑
Ｄ
ｓ
ｉ
ｐ
ｐ
ｔ
i
k
は
休

循
國
の
首
府
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
（
白

鳥
博
士
同
上
論
文
參
照
）

〔
四
○
五
頁
〕
貳
師
将
軍
の
宛
都
攻
撃

　

貳
師
将
軍
李
廣
利
か
攻
撃
せ
ん
と
し
、
又
攻
準
し
た
る
大
宛

の
城
が
大
宛
の
王
都
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
白
鳥
博
士
、
膝
田

（
豊
）
博
士
等
も
認
め
ら
れ
し
處
で
あ
っ
て
、
国
史
記
大
宛
傅
に
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李
廣
利
大
初
元
年
の
第
一
同
大
宛
征
伐
失
敗
を
記
し
て
「
（
貳
師

　
　

将
軍
）
軍
比
至
郁
成
、
至
者
不
過
数
千
、
皆
識
罷
。
攻
郁
成
。

　
　

郁
成
大
破
之
、
所
殺
傷
甚
衆
。
貳
師
将
軍
奥
侈
・
始
成
等
計
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　

至
郁
成
、
侮
不
能
畢
。
況
至
其
王
都
乎
。
引
兵
而
還
」
と
あ
り

　
　

岡
廣
利
が
第
二
回
征
討
は
宛
城
を
涸
渇
せ
し
め
し
て
遂
に
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　

し
た
が
、
同
上
書
は
其
を
「
宛
王
城
中
無
井
、
皆
汲
城
外
流
水
。

　
　

於
是
乃
遣
水
工
従
其
城
下
水
空
云
々
」
と
明
記
し
、
開
叉
逡
に

　
　

其
宛
城
降
伏
の
状
を
記
し
て
「
其
外
城
壇
。
…
…
宛
大
恐
、
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　

入
中
城
。
…
…
（
宛
貴
人
）
共
殺
其
王
母
寡
。
持
其
頭
、
泣
貴
人
、

　
　

使
貳
師
約
曰
云
々
…
…
。
（
貳
師
）
立
宛
貴
人
之
故
待
遇
漢
使
善

　
　

者
名
昧
蔡
、
以
篤
列
応
、
具
盟
而
罷
兵
。
柊
不
得
入
中
城
、
乃

　
　

罷
而
引
諮
」
と
あ
る
等
よ
り
し
て
推
知
し
得
る
譚
で
あ
る
。

　
　
　

然
し
乍
ら
こ
の
宛
の
王
城
が
所
謂
貳
師
城
で
あ
っ
た
と
云
ふ

　
　

鐙
抹
皆
無
な
る
こ
と
、
叉
恢
り
に
百
歩
を
譲
っ
て
廣
利
の
大
宛

　
　

征
伐
営
時
頃
迄
の
、
印
ち
史
記
が
記
し
て
ゐ
る
處
の
宛
都
が
貳

　
　

師
城
と
拐
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
之
も
亦
結
局
カ
サ

　
　

ン
附
近
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
本
文
に
説
い
た
通
り
で

　
　

あ
る
。
後
者
は
前
に
藤
田
博
士
（
「
大
宛
の
貴
山
城
と
月
氏
の
王

　
　

庭
」
東
洋
學
報
六
）
が
、
郁
成
城
と
の
関
係
其
他
よ
り
貳
師
を

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

ｊ

　

以
て
ｇ
ｉ
ｄ
ｇ
ｉ
ｌ
地
方
の
若
寫
と
見
、
貳
師
城
は
矢
張
り
Ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｎ

な
る
べ
き
こ
と
を
主
張
せ
ら
れ
た
る
と
結
果
に
於
て
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
。
然
し
余
は
同
博
士
の
比
定
方
法
の
営
否
に
順
し

て
、
特
に
其
重
要
な
一
理
由
郁
成
=
　
Ａ
ｋ
ｓ
ｉ
ｋ
ａ
ｔ
　
5
＾
は
可
能
的
な

る
推
定
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
確
澄
あ
る
も
の
で
は
た
く
、
殊
に

郁
成
が
必
雫
し
も
宛
郡
よ
り
二
百
里
（
従
っ
て
宛
都
比
定
の
一

因
子
と
見
得
る
）
か
否
か
を
甚
だ
疑
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
〔
四

一
四
頁
註
②
〕
）
挺
若
干
の
疑
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
余
は
寧

ろ
軍
に
俣
令
最
初
（
所
謂
史
記
時
代
）
宛
祁
は
貳
師
城
と
搦
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
宛
都
比
定
條
件
中
の
（
史
記
記
載

に
出
腿
せ
る
）
第
三
・
第
四
・
第
五
條
件
を
否
定
せ
ざ
る
限
り
、
矢

張
り
結
局
之
を
カ
サ
ン
附
近
に
求
む
る
外
な
し
と
謂
は
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
〔
四
○
六
頁
・
四
○
九
頁
註
圀
〕
。

　

″
梢
後
世
の
文
献
な
る
が
、
陳
壽
三
同
志
三
〇
に
「
（
漢
）
孝
武
雖
外
事

　

四
夷
、
束
平
雨
越
朝
鮮
、
西
討
貳
師
・
大
宛
、
開
叩
窄
夜
郎
之
道
、

　

然
皆
在
荒
服
之
外
」
と
あ
る
は
、
貳
師
が
大
宛
の
王
都
に
非
ず
し
て

　

却
っ
て
其
嘔
邑
（
大
宛
の
腸
邑
七
十
あ
り
）
で
あ
っ
た
こ
と
示
し
て
ゐ

　

る
と
目
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

×

〔
四
二
〇
頁
〕
大
月
氏
王
の
行
曹
地

　

大
月
氏
が
大
夏
を
征
服
し
た
後
も
、
共
地
は
大
夏
元
来
の
小

士
王
等
の
分
治
す
る
に
委
せ
ら
れ
た
こ
と
、
而
し
て
其
の
小
土
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王
と
は
休
密
測
侯
・
隻
廳
測
侯
・
貴
霜
測
侯
・
眸
頓
測
侯
・
高

附
測
侯
等
の
五
翻
侯
に
し
て
各
々
和
墨
城
・
雙
廃
城
・
護
藻
城
・

薄
茅
城
・
高
附
城
に
治
し
た
こ
と
、
従
っ
て
史
記
に
大
夏
の
總

首
都
の
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
藍
市
城
と
は
大
月
氏
が
大
夏
を
統

治
す
る
篤
に
官
吏
を
駐
屯
せ
し
め
し
城
市
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
文
に
こ
れ
を
以
て
大
月

氏
の
離
宮
或
は
其
總
督
府
所
在
地
で
あ
ら
う
と
表
現
し
た
の
は

少
し
く
常
を
失
し
て
居
た
と
思
ふ
。
史
記
大
宛
傅
に
張
驀
が
初

め
て
康
居
よ
り
大
月
氏
に
傅
致
せ
ら
れ
た
る
状
況
を
記
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

「
大
月
氏
王
已
篤
胡
所
殺
、
立
共
太
子
篤
王
。
既
臣
大
夏
而
居
。

地
肥
饒
、
。
少
寇
、
志
安
楽
、
又
自
以
遠
洗
、
殊
無
報
胡
之
心
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　

Ｉ

黙
従
月
氏
至
大
夏
。
竟
不
能
得
月
氏
要
領
」
と
あ
る
は
、
文
意

よ
り
見
て
彼
が
、
娯
北
（
（
）
ｘ
ａ
ｓ
河
北
）
に
し
て
且
つ
大
宛
の
都

１
　
山
城
｛
｝
Ｆ
回
）
の
四
南
約
七
百
浹
里
（
Ｅ
醵
醒
払
）
た
る
月
氏

王
庭
に
到
着
せ
る
折
、
月
氏
王
は
大
夏
に
行
管
し
て
居
た
る
が

篤
に
、
更
に
大
夏
に
赴
き
其
處
に
て
匈
奴
共
伐
の
計
を
議
し
た

が
逡
に
月
氏
の
要
領
を
得
ず
し
て
蹄
っ
た
こ
と
ｘ
見
ね
ば
な
ら

ぬ
。
古
代
、
特
に
遊
牧
の
國
の
王
が
（
月
氏
は
常
時
遊
牧
生
活

を
管
ん
で
ゐ
た
）
主
と
し
て
季
候
叉
其
に
っ
れ
て
起
る
経
済
的

政
治
的
の
事
由
よ
り
、
王
庭
以
外
に
一
定
の
行
管
地
を
有
し
て
、

時
々
移
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
で
あ
る
。

　

今
の
Ｆ
Ｉ
ｋ
　
　
-
J
J
思
は
れ
る
藍
市
城
が
元
来
首
都
無
き
筈
の
大

夏
の
首
都
で
あ
っ
た
の
は
、
つ
ま
り
北
ハ
が
大
月
氏
王
の
行
管
地

で
あ
り
大
夏
諸
小
王
統
御
の
中
心
地
で
あ
る
と
共
に
、
史
記
に

「
有
市
販
質
諸
物
」
と
態
々
附
記
し
て
あ
る
如
く
、
経
済
の
中
心

地
で
も
あ
っ
た
か
ら
と
考
へ
ら
れ
る
。

〔
四
二
三
頁
〕
希
繊
系
バ
ク
ト
リ
ア
王
國
侵
奪
の
四
族

　

Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｂ
ｏ
（
Ｘ
Ｉ
.
　
５
１
１
）
は
、
希
臓
系
バ
ク
ト
リ
ア
王
國
の
侵
奪

者
に
開
し
て
、
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
族
と
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
　
　
　
Ｓ
と
を
對
分
す
る
ヤ

タ
ザ
ル
テ
ス
河
の
對
岸
サ
カ
の
地
よ
り
出
で
来
っ
た
Ａ
ｓ
i
o
i
｡

ｉ
＾
ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｋ
ａ
ｉ
｡
　
　
Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
o
i
｡
　
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｋ
ｏ
ｉ
　
　
　
＾
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
と
バ

ク
ト
リ
ア
を
奪
取
し
た
と
記
し
て
ゐ
る
が
更
に
又
別
に
ス
ト
ラ

ボ
ー
は
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
及
び
M
a
ｓ
ｓ
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
ａ
ｅ
　
Ｊ
Ｊ
Ａ
Ｊ
以
て
Ｓ
ｋ
ｙ
ｔ
ｈ
ａ
ｉ
　
-
Ｕ

貰
別
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
本
文
に
、
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｂ
ｏ
ｎ
地
理
書
に
見
ゆ

る
。
バ
ク
ト
リ
ア
侵
奪
の
ス
キ
タ
イ
四
族
云
々
と
記
し
た
の
は
、

ス
ト
ラ
ボ
ン
の
記
述
の
み
に
よ
り
て
も
之
等
サ
カ
の
地
よ
り
来

れ
る
四
族
が
果
し
て
全
部
サ
カ
族
で
あ
っ
た
か
否
か
明
で
あ
る

と
は
云
ひ
難
く
、
且
Ｄ
ｉ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
ｓ
が
サ
カ
を
も
亦
ス
キ
タ
イ
に

含
奎
る
Ｘ
も
の
と
記
し
て
ゐ
る
の
み
で
な
く
、
Ｔ
ｒ
ｏ
ｇ
ｕ
ｓ
　
Ｐ
ｏ
m
Ｉ

-
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jぢ

p
e
i
ｕ
ｓ
　
（
ｐ
ｒ
a
l
.
　
　
　
４
１
）

　
　
＾
此
の
侵
奪
事
件
を
「
。
ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｃ
ａ
ｅ
　
及
び

Ａ
ｓ
i
a
n
i
　
ｉ
ｉ
る
ス
キ
タ
イ
諸
族
が
ン
グ
デ
イ
ナ
と
バ
ク
ト
リ
ア
を

占
有
し
た
」
と
記
し
て
ゐ
る
以
上
（
ぎ
（
j
r
ｕ
'
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｍ
ｉ
ｄ
｡
　
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
-

ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
　
Ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
｡
　
Ｓ
.
　
５
８
:
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
｡
　
Ｅ
ｒ
ａ
ｎ
Ｓ
ａ
ｈ
ｒ
｡
　
Ｓ
.
　
２
０
５
參
照
）

寧
ろ
ス
キ
タ
イ
た
る
普
通
の
綜
合
名
柵
を
使
用
す
る
を
可
と
考

へ
た
か
ら
で
あ
る
。
鼓
密
に
申
せ
ば
此
の
Ａ
ｓ
i
o
i
｡
　
　
　
Ｐ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
ｉ
｡

Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
o
i
｡
　
Ｓ
ａ
ｃ
ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｋ
ｏ
ｉ
を
以
て
四
族
云
々
と
謂
ひ
得
る
や
否

や
も
問
題
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
Ｔ
ｒ
ｏ
ｇ
ｕ
ｓ
　
Ｐ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｉ
ｕ
ｓ
　
（
ｐ
ｒ
0
1
.

４
２
）
の
ス
キ
タ
イ
史
附
記
に
は
Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
　
ａ
ｒ
o
i
の
王
は
Ａ
ｓ
i
a
n
i
で

あ
り
、
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｋ
ｏ
ｉ
を
滅
し
た
と
い
ふ
意
味
の
こ
と
が
記
さ

れ
て
ゐ
て
、
つ
ま
り
Ａ
ｓ
i
a
n
i

　

は
支
配
部
族
乃
至
王
朝
名
で
、

Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
o
i
は
民
衆
名
で
あ
る
と
考
へ

　

（
Ｈ
Ｏ
日
ａ
ｓ
ｃ
ｋ
ｅ
ｋ
｡
　
　
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
-

ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｋ
ｌ
０
ｐ
ａ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｋ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
.
　
　
　
A
l
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ｕ
m
ｓ
w
i
ｓ
ｓ
.
）
、
叉
之
を
以

て
バ
ク
ト
リ
ア
侵
入
の
蛍
族
は
事
賓
上
Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
o
i
（
　
=

Ａ
ｓ
i
o
i
）
.

Ｐ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｋ
ａ
ｉ
.
　
Ｓ
ａ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｋ
ｏ
ｉ
の
三
族
で
あ
る
と
も
考
へ
（
Ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
｡

Ｉ
ｎ
ｄ
'
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
A
l
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ｈ
ｕ
m
ｓ
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
　
Ｂ
ｄ
.
　
Ｉ
Ｉ
.
）
、
叉
或
Ｐ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
ｉ

と
Ａ
ｓ
i
o
i
と
は
同
一
族
で
あ
る
と
見
る
こ
と
（
Ｊ
.
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ

　

Ｅ
ｒ
ａ
ｎ
Ｓ
ａ
ｈ
ｒ
;
　
　
　
Ｏ
.
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
｡
　
　
　
Ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
　
　
Ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
n
i
ｓ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

T
ｉ
ｉ
ｒ
ｋ
ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｓ
ｋ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｚ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
.
）
　
■
?
＊
>
出
来
る
か

ら
で
あ
る
。
然
し
之
等
は
何
れ
も
確
眠
を
以
て
澄
明
せ
ら
れ
た

ぢ
の
と
は
云
ひ
難
く
又
反
對
脆
も
斟
く
た
い
。
従
っ
て
希
職
系

バ
ク
ト
リ
ア
の
侵
奪
者
を
以
て
便
宜
上
吋
ｉ
等
四
族
云
々
と

記
述
す
る
こ
と
は
毫
も
差
支
へ
な
い
と
考
へ
る
。

　

こ
れ
ら
四
族
が
同
時
に
か
、
或
は
前
後
し
て
か
、
或
又
如
何

た
る
本
地
・
経
路
よ
り
バ
ク
ト
リ
ア
に
入
れ
る
か
と
云
ふ
如
き

こ
と
に
開
し
て
も
既
に
藤
田
（
豊
）
博
士
〔
月
氏
の
故
地
と
そ

の
西
移
の
年
代
〕
や
、
多
く
の
欧
人
史
家
に
よ
っ
て
、
主
と
し

て
支
那
史
料
の
補
用
に
よ
り
研
究
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
〔
Ａ
.

Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡
。
'
Ｓ
ａ
ｃ
ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｃ
ａ
ｅ
”
　
　
　
”
Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
　
ａ
ｒ
o
i
”
　
　
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
-
Ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｏ
-

ｐ
Ｓ
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
３
Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ｕ
m
ｓ
w
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
參
看
〕
、

然
し
此
の
事
は
結
局
本
文
に
於
て
問
題
を
後
日
に
譲
れ
る
處
の

月
氏
を
以
て
此
の
四
族
中
に
求
む
る
こ
と
Ｘ
同
じ
こ
と
で
あ
っ

て
、
獅
甚
し
く
詳
考
を
要
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

　

こ
れ
等
は
何
れ
も
将
来
稿
を
改
め
て
詳
細
に
考
究
し
て
見
た

い
と
思
ふ
。

（
了
）
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